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※モニターツアーの催行日順 

 

 

＜優秀賞＞ 

●古事記の里で夜神楽を楽しむ 「あはれ あなおもしろ あなたのし あなさやけ おけ！」 

～神様と一緒に 地元住民と楽しむ神楽 

目的エリア／広島県庄原市 

日程／１泊２日 

催行予定日／１１月２１日（土）～２２日（日） 

募集人数／２０名（最小催行人数１５名） 

販売予定価格／２３，８００円 

出発地／庄原市 

（庄原バスセンター、食彩館 しょうばらゆめさくら） 

 

＜商品のセールスポイント＞ 

旅行会社、バス事業者等を含めて行程内のすべてのサービスを地元業者が行う着地型バス

ツアー。野菜から比婆牛、ゴギ、山菜、地酒、りんごなど、地元食材にこだわった食事に加え、

一日氏子となって神楽の準備を手伝ったり、地元の人たちと一緒に社殿で神楽を観賞するほ

か、地元ガイドによる古事記の解説を聞きながら熊野神社を参拝、東城のまちなか散策、刀

匠の道場見学など、地域住民との交流機会が盛りだくさん。宿泊は、国定公園帝釈峡湖畔に

立地するホテルとなります。 

 

 

●とかち農村交流と野菜パワーの食育を学ぶ旅 

 

目的エリア／北海道十勝エリア（清水町、鹿追町、新得町、芽室町） 

日程／１泊２日 

催行予定日／１２月１２日（土）～１３日（日） 

募集人数／３０名（最小催行人数１０名） 

販売予定価格／１２，０００円 

出発地／札幌市（ＪＲ札幌駅北口） 

 

 

＜商品のセールスポイント＞ 

北海道十勝に点在するマンマのネットワーク（北海道女性農業者倶楽部）の職場などに立ち

寄り、農業現場からの生の声を聞きます。食事は毎食、十勝ならではの食材を使ったメニュ

ーをご用意、地元の農家の方々と語りながら交流していただきます。また、初日には食育セミ

ナーを開催。免疫学の権威である北海道大学の西村教授をお招きし、地場野菜を食べるこ

とから健康パワーを作り上げる食育を学びます。 
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●田舎で親せきを作ろう！まめで達者な鮫川村！ 

田舎の美味しい食べものづくりや手造りハウスにて薪ストーブ懇談 

紙すき体験やしいたけ駒打ち体験で地元の方と交流 

 

目的エリア／福島県鮫川村 

日程／１泊２日 

催行予定日／３月６日（土）～７日（日） 

募集人数／２５名（最少催行人数１５名） 

販売予定価格／１４，８００円 

出発地／東京都（ＪＲ上野駅公園口） 

 

＜商品のセールスポイント＞ 

都会にはない人との心温まるお付合いや美味しい食材。共に共同作業をする中でお互いの

中に何か新しい発見があれば人生が更に豊かなる。その典型がここ福島県鮫川村にありま

す。個性的であこがれの手造りハウスや昔ながらの家屋を改築した柏村宅、薪ストーブのあ

る暮らしは都会では味わえないぬくもりを与えてくれます。村営の農産物加工・直売所｢手ま

め館｣では地元のエゴマや大豆を使ったとうふ、味噌など、ここにしかない特産品がたくさんあ

ります。 

 

 

●都会の台所、通勤電車で漁師町へ －横須賀漁師とワカメ刈り－ 

目的エリア／神奈川県横須賀市 

日程／日帰り 

催行予定日／３月１４日（日） 

募集人数／２０名（最小催行人数１０名） 

販売予定価格／８，０００円 

出発地／横須賀市（京浜急行県立大学駅） 

 
 
 
 
＜商品のセールスポイント＞ 

観光用ではなく、漁師さんの普段の生業の一部に関わらしてもらえます。通常、仕事で使用し

ているワカメをそのまま刈り取らせてもらえ、自分で刈ったワカメを茹でたり、塩蔵するなどの

加工も体験できます。刈ったワカメはお土産として持ち帰るだけではなく、横須賀という都市

近郊で漁を生業としている漁師の方に、漁業の今昔の話や、魚の流通の話を聞きます。漁業

の現場の関係者から話を聞く機会はなかなかなくとても貴重な機会です。 
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●体験から交流へ～交流から定住へ  今そこにある和歌山「恵の故郷・山海巡りシリーズ」 

第１回 二地域居住の里・日高川町へ 

目的エリア／和歌山県日高川町 

日程／日帰り 

催行予定日／３月２７日（土） 

募集人数／４０名（最小催行人数２０名） 

販売予定価格／８，０００円 

出発地／大阪市（ＪＲ大阪駅） 

 

 

＜商品のセールスポイント＞ 

ニューシニア（団塊の世代以上）の中でも、特に田舎暮らし（二地域居住・移住）、農業・漁業、

食について関心の高い人たちをターゲットとして、和歌山県の紀北から紀南の各地を順に巡

りながら、体験から交流、交流から定住をテーマに学ぶ旅シリーズ（移動実地型カルチャース

クール）。第１回目となる本ツアーでは、日高川町を巡り恵み豊かな山里での農業を学び味

わい体験をする旅を実施します。和歌山６５０ｋｍの海岸線と森の国に生きる人々のまちづく

りに都市部シニアが出会い、交流、拠点作りをする旅です。 

 


